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「
若
松
水
道
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
五

若
松
水
道
碑

黒
田
長
成

福
本
誠

前
田
円

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
一
二
・
明
治
四
五

北
九
州
市
戸
畑
区
牧
山

都
島
展
望
公
園

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
若
松
へ
水
を
供
給
す
る
大
が
か
り
な
上
水
道
の
敷
設
完
成
を
記
念
す
る
も
の
で
、
配
水
池

が
設
け
ら
れ
て
い
た
、
洞
海
湾
対
岸
の
牧
山
の
地
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
篆
書
体
）

◎
題
額

若松水道碑
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◎
碑
記明

治
四
十
五
年
若
松
町
水
道
工
事
告
成
郷
紳
胥
議
立
石
紀
事
寄
書
徴
予
文
恭
惟
方

今
□
聖
皇
御
極
治
化
卓
越
前
古
立
憲
之
政
自
治
之
制
秩
然
具
舉
國
家
而
議
會
地
方

而
府
縣
郡
市
町
村
諸
會
興
利
除
害
惟
日
不
給
較
諸
往
昔
封
建
之
世
矦
伯
偸
安
庶
民

姑
息
苟
数
無
事
者
固
不
相
同
幟
我
若
松
水
道
之
事
不
燒
然
乎
若
松
之
地
兩
面
環
海

東
北
為
岬
本
斥
鹵
填
淤
以
為
街
衢
者
故
潮
大
至
則
井
水
為
鹹
不
可
飲
用
甚
至
疾
疫

不
幸
有
火
災
作
則
將
無
得
救
衆
患
之
久
矣
迄
風
氣
漸
開
生
齒
蕃
息
水
利
益
告
窮
乏

有
圖
設
水
道
以
濟
之
者
然
常
以
不
獲
源
泉
為
憾
會
八
幡
製
鐵
狭
有
引
遠
賀
川
之
議

衆
聞
之
大
喜
乃
頼
安
川
敬
一
郎
白
石
直
治
二
氏
請
以
其
瀦
水
癨
鬼
原
為
界
而
得
其

下
水
量
日
三
十
萬
立
方
尺
者
若
松
町
専
經
營
之
以
充
民
用
製
鐵
狭
長
官
中
村
君
雄

次
郎
大
賛
其
舉
且
為
指
導
便
宜
當
是
時
若
松
之
戸
僅
五
千
口
燒
三
萬
而
學
校
教
育

之
擴
張
街
衢
溝
竇
之
浚
修
並
手
倶
作
今
又
將
継
以
大
役
若
使
此
得
發
封
建
之
世
雖

有
汁
吏
良
法
民
必
不
堪
命
矣
唯
其
今
日
地
方
自
治
之
制
積
年
而
益
諳
鍊
水
道
布
設
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之
泳
逐
日
而
深
切
則
為
開
町
會
商
議
事
宜
百
口
一
緜
無
敢
違
言
於
是
乎
上
請
政
府

中
稟
縣
郡
下
告
居
人
量
物
力
刃
功
程
計
費
用
訂
借
款
大
凡
諸
籌
備
皆
以
町
民
而
當

事
第
其
工
役
則
囑
中
村
長
官
延
技
師
龜
井
重
麻
呂
氏
而
董
院
之
技
師
鋭
意
規
畫
以

身
率
人
起
工
明
治
四
十
一
年
竣
四
十
五
年
中
閒
艱
險
屢
接
奮
勵
不
撓
終
汁
底
於
成

功
其
役
人
十
四
萬
人
費
財
六
十
六
萬
餘
圓
噫
燒
憊
矣
埋
然
是
一
役
也
町
民
不
唯
頼

享
其
平
生
日
用
之
利
燒
可
以
長
救
其
一
朝
不
幸
之
患
是
實
□
聖
世
餘
澤
地
方
自
治

之
効
終
不
可
誣
而
其
功
之
偉
且
大
固
宜
鐫
貞
税
以
傳
不
朽
矣
予
深
有
感
於
今
昔
政

理
之
變
也
乃
為
經
緯
其
書
敘
述
梗
概
如
此

正
三
位
勛
二
等
侯
爵
黒
田
長
成
題
額

日
南
別
本
誠
撰

黙
鳳
前
田
圓
書



- 5 -

＊
空
格
を
□
で
示
す
。

＊
異
体
字
等

○
矦

侯
。

○
数

冀
。

○
幟

観
。

○
燒

亦
。

○
狭

所
。

○
癨

處
。

○
汁

能
。

○
泳

願
。

○
緜

辭
。

○
刃

定
。

○
院

督
。

○
埋

雖
。

○
勛

勲
。

○
別

福
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

明
治
四
十
五
年
、
若
松
町
水
道
工
事
告
成
。

郷
紳
胥
謀
、
立
石
紀
事
、
寄
書
徴
予
文
。

恭
惟
、
方
今
、
聖
皇
御
極
治
化
、
卓
越
前
古
。
立
憲
之
政
自
治
之
制
、
秩
然
具
舉
。

國
家
而
議
會
、
地
方
而
府
縣
郡
市
町
村
諸
會
、
興
利
除
害
、
惟
日
不
給
。

較
諸
往
昔
封
建
之
世
、
侯
伯
偸
安
、
庶
民
姑
息
、
苟
冀
無
事
者
、
固
不
相
同
。

觀
我
若
松
水
道
之
事
、
不
亦
然
乎
。

若
松
之
地
、
兩
面
環
海
、
東
北
爲
岬
。

本
斥
鹵
瑱
淤
、
以
爲
街
衢
者
。

故
潮
大
至
、
則
井
水
爲
鹹
、
不
可
飲
用
。
甚
至
疾
疫
。

不
幸
有
火
災
作
、
則
將
無
得
救
衆
患
之
久
矣
。

迄
風
氣
漸
開
、
生
齒
蕃
息
、
水
利
益
告
窮
乏
。

有
圖
設
水
道
以
濟
之
者
、
然
常
以
不
獲
源
泉
爲
憾
。

會
八
幡
製
鐵
所
、
有
引
遠
賀
川
之
議
。

衆
聞
之
、
大
喜
。

乃
頼
安
川
敬
一
郎
白
石
直
治
二
氏
、
請
以
其
瀦
水
處
鬼
原
爲
界
。

而
得
其
下
水
量
日
三
十
萬
立
方
尺
者
。

若
松
町
專
經
營
之
、
以
充
民
用
。

製
鐵
所
長
官
中
村
君
雄
次
郎
、
大
賛
其
舉
。

且
爲
指
導
便
宜
。

當
是
時
、
若
松
之
戸
僅
五
千
、
口
亦
三
萬
。

而
學
校
教
育
之
擴
張
、
街
衢
溝
竇
之
浚
修
、
並
手
倶
作
。

今
又
將
繼
以
大
役
。

若
使
此
得
發
封
建
之
世
、
雖
有
能
吏
良
法
、
民
必
不
堪
命
矣
。

唯
其
今
日
、
地
方
自
治
之
制
、
積
年
而
益
諳
錬
。

水
道
布
設
之
願
、
逐
日
而
深
切
。

則
爲
開
町
會
商
議
、
事
宜
百
口
一
辭
、
無
敢
違
言
。

於
是
乎
、
上
請
政
府
、
中
稟
縣
郡
、
下
告
居
人
、
量
物
力
、
定
功
程
、
計
費
用
、
訂
借
款
。

大
凡
諸
籌
備
、
皆
以
町
民
而
當
事
。

第
其
工
役
、
則
囑
中
村
長
官
、
延
技
師
龜
井
重
麻
呂
氏
、
而
董
督
之
。

技
師
鋭
意
規
畫
、
以
身
率
人
。

起
工
明
治
四
十
一
年
、
竣
四
十
五
年
。

中
閒
艱
險
屢
接
、
奮
勵
不
撓
終
能
底
於
成
功
。
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其
役
、
人
十
四
萬
人
、
費
財
六
十
六
萬
餘
圓
。

噫
亦
憊
矣
。

雖
然
、
是
一
役
也
、
町
民
不
唯
頼
享
其
平
生
日
用
之
利
、
亦
可
以
長
救
其
一
朝
不
幸
之
患
。

是
實
聖
世
餘
澤
、
地
方
自
治
之
効
、
終
不
可
誣
。

而
其
功
之
偉
且
大
、
固
宜
鐫
貞
税
以
傳
不
朽
矣
。

予
深
有
感
於
今
昔
政
理
之
變
也
、
乃
爲
經
緯
其
書
、
敘
述
梗
概
如
此
。

正
三
位
勲
二
等
侯
爵
黒
田
長
成
題
額
。

日
南
福
本
誠
撰
。

黙
鳳
前
田
圓
書
。

●
訓
訳

明
治
四
十
五
年
、
若
松
町
の
水
道
工
事
、
成
る
を
告
ぐ
。

郷
紳
胥
に
謀
り
、
石
を
立
て
事
を
紀
さ
ん
と
す
。
書
を
寄
こ
し
予
に
文
を
徴
む
。

と
も

も
と

恭

し
く
惟
ふ
に
、
方
今
、
聖
皇
の
極
を
御
し
て
治
化
す
る
こ
と
、
前
古
に
卓
越
し
、
立
憲
の
政
・
自
治

う
や
う
や

お
も

の
制
、
秩
然
と
し
て
具
に
舉
ぐ
。

と
も

國
家
に
し
て
議
會
、
地
方
に
し
て
府
縣
郡
市
町
村
諸
會
、
利
を
興
し
害
を
除
か
ん
と
す
る
も
、
惟
だ
日
給

せ
ず
。

諸
を
往
昔
の
封
建
の
世
の
、
侯
伯
は
安
を
偸
み
、
庶
民
は

姑

く
息
ふ
に
し
て
、

苟

に
無
事
を
冀
ふ
者

こ
れ

ぬ
す

し
ば
ら

い
こ

か
り
そ
め

と
較
ぶ
れ
ば
、
固
よ
り
相
ひ
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

我
が
若
松
水
道
の
事
を
觀
る
に
、
亦
た
然
ら
ざ
ら
ん
や
。

若
松
の
地
は
、
兩
面
、
海
を
環
ら
し
、
東
北
は
岬
た
り
。

め
ぐ

本
と
斥
鹵
填
淤
に
し
て
、
以
て
街
衢
を
な
す
者
な
り
。

せ

き

ろ

て
ん
あ
つ

故
に
潮
の
大
い
に
至
れ
ば
、
則
ち
井
水
は
鹹
と
な
り
、
飲
用
す
べ
か
ら
ず
。
甚
し
け
れ
ば
疾
疫
に
至
る
。

不
幸
に
し
て
火
災
の
作
る
有
ら
ば
、
則
ち
將
に
衆
患
を
救
ふ
を
得
る
な
き
こ
と
久
し
か
ら
ん
と
す
。

お
こ

風
氣
漸
く
開
け
、
生
齒
蕃
息
す
る
に
迄
れ
ば
、
水
の
利
、
益
々
窮
乏
を
告
ぐ
。

い
た

水
道
を
設
け
て
以
て
之
を
濟
ふ
を
圖
る
者
有
る
も
、
然
れ
ど
も
常
に
源
泉
を
獲
ざ
る
を
以
て
憾
み
と
な
す
。

す
く

う
ら

會
々
八
幡
製
鐵
所
、
遠
賀
川
を
引
く
の
議
有
り
。

た
ま
た
ま

衆
、
之
を
聞
き
て
、
大
い
に
喜
ぶ
。

乃
ち
安
川
敬
一
郎
、
白
石
直
治
二
氏
に
頼
り
て
、
其
の
瀦
水
處
の
鬼
原
を
以
て
界
と
な
し
て
、
其
の
下
の

水
量
日
に
三
十
萬
立
方
尺
な
る
者
を
得
ん
こ
と
を
請
ふ
。

若
松
町
專
ら
之
を
經
營
し
、
以
て
民
用
に
充
て
ん
と
す
。

製
鐵
所
長
官
中
村
君
雄
次
郎
、
大
い
に
其
の
舉
に
賛
し
、
且
つ
指
導
便
宜
を
な
せ
り
。

是
の
時
に
當
り
、
若
松
の
戸
は
僅
に
五
千
、
口
も
亦
た
三
萬
の
み
。

而
し
て
學
校
教
育
の
擴
張
、
街
衢
溝
竇
の
浚
修
、
手
を
並
べ
て
倶
に
作
る
。

お
こ

今
又
た
將
に
繼
ぐ
に
大
役
を
以
て
せ
ん
と
す
。

若
し
此
を
し
て
、
封
建
の
世
に
發
す
る
を
得
し
む
れ
ば
、
能
吏
良
法
有
り
と
雖
も
、
民
必
ず
命
に
堪
へ

ざ
ら
ん
。

唯
だ
其
れ
今
日
は
、
地
方
自
治
の
制
、
年
を
積
み
て
益
々
諳
錬
す
。

水
道
布
設
の
願
ひ
、
日
を
逐
ひ
て
深
切
な
れ
ば
、
則
ち
爲
に
町
會
を
開
き
て
商
議
す
。

事
、
宜
し
く
百
口
に
一
辭
も
敢
へ
て
言
に
違
ふ
こ
と
無
か
ら
し
む
べ
し
。
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是
に
お
い
て
か
、
上
は
政
府
に
請
ひ
、
中
は
縣
郡
に
稟
し
、
下
は
居
人
に
告
げ
、

ま
う

物
力
を
量
り
、
功
程
を
定
め
、
費
用
を
計
し
、
借
款
を
訂
す
。

大
凡
諸
籌
備
は
り
、
皆
な
町
民
を
以
て
し
て
事
に
當
ら
し
む
。

お
ほ
よ
そ

第
だ
其
の
工
役
は
、
則
ち
中
村
長
官
に
囑
し
て
技
師
龜
井
重
麻
呂
氏
を
延
き
て
、
之
を
董
督
せ
し
む
。

た技
師
、
鋭
意
規
畫
し
て
身
を
以
て
人
を
率
ゐ
る
。

工
を
明
治
四
十
一
年
に
起
こ
し
、
四
十
五
年
に
竣
ふ
。

お

中
閒
、
艱
險
屢
々
接
す
る
も
、
奮
勵
し
て
撓
ま
ず
、
終
に
能
く
成
功
に
底
る
。

し
ば
し
ば

た
わ

い
た

其
の
役
、
人
十
四
萬
人
、
財
を
費
す
こ
と
六
十
六
萬
餘
圓
な
り
。

噫
、
亦
た
憊
れ
た
る
か
な
。

あ
あ

つ
か

然
り
と
雖
も
、
是
の
一
役
や
、
町
民
、
唯
だ
頼
り
て
其
の
平
生
日
用
の
利
を
享
く
の
み
な
ら
ず
、
亦
た

以
て
長
く
其
の
一
朝
不
幸
の
患
を
救
ふ
べ
し
。

是
れ
實
に
聖
世
の
餘
澤
、
地
方
自
治
の
効
な
る
こ
と
、
終
に
誣
ふ
べ
か
ら
ず
。

し

其
の
功
の
偉
に
し
て
且
つ
大
な
れ
ば
、
固
よ
り
宜
し
く
貞
税
に
鐫
し
て
以
て
不
朽
に
傳
ふ
べ
し
。

予
、
深
く
今
昔
の
政
理
の
變
に
感
ず
る
有
る
な
り
。

乃
ち
爲
め
に
其
の
書
を
經
緯
し
て
、
梗
概
を
敘
述
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

正
三
位
勲
二
等
侯
爵
黒
田
長
成
題
額
。

日
南
福
本
誠
撰
す
。

黙
鳳
前
田
圓
書
す
。

●
人
物

○
黒
田

長
成

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
か
ら
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
。
号
は
桜
谷
。
父
は
筑
前

な
が
し
げ

福
岡
藩
の
最
後
の
藩
主
黒
田
長
知
。
黒
田
家
十
七
代
目
の
当
主
。
最
終
位
階
は
従
一
位
、
勲
等
勲
章
は
勲

一
等
旭
日
桐
花
大
綬
章
。
慶
應
義
塾
を
中
退
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
。
帰
国
後
貴

族
院
議
員
と
な
り
、
三
十
年
間
副
議
長
を
つ
と
め
た
。
旧
制
中
学
校
と
し
て
復
興
さ
れ
た
修
猷
館
の
館
長

も
務
め
た
。
多
く
の
文
人
政
治
家
と
交
遊
が
あ
り
、
漢
詩
や
書
を
好
ん
で
自
ら
も
多
く
作
っ
た
。

○
福
本

日
南

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
か
ら
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
。
諱
は
誠
。
福
岡
藩
士
で
国

学
者
で
あ
っ
た
福
本
泰
風
の
長
男
と
し
て
福
岡
で
生
ま
れ
る
。
藩
校
修
猷
館
で
学
び
、
上
京
し
て
岡
千
仞

に
漢
籍
を
学
ぶ
。
北
海
道
開
拓
や
南
進
に
情
熱
を
注
ぐ
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
、
陸
羯
南
ら

と
新
聞
「
日
本
」
を
創
刊
し
、
数
多
く
の
政
治
論
評
を
執
筆
し
た
。
同
三
十
八
（
一
九
○
五
）
年
に
は
、

招
か
れ
て
玄
洋
社
系
の
「
九
州
日
報
」
の
主
筆
兼
社
長
と
な
る
。
同
四
十
一
（
一
九
○
五
）
年
に
衆
議
院

議
員
に
当
選
。
同
年
に
「
九
州
日
報
」
に
連
載
開
始
し
た
「
元
禄
快
挙
録
」
（
の
ち
岩
波
文
庫
）
は
、
赤

穂
浪
士
称
賛
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
忠
臣
蔵
の
ス
タ
イ
ル
と
評
価
を
確
立
し
た
も
の
。

詩
文
集
に
「
日
南
集
」「
日
南
草
廬
集
」
が
あ
る
が
、
本
碑
文
は
未
収
録
。

○
前
田

黙
鳳

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
。
諱
は
円
、
字
は
士
方
、
号

が
黙
鳳
。
播
磨
（
兵
庫
県
）
竜
野
出
身
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
上
京
し
、
書
肆
博
文
館
に
入
社
。

同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
、
自
ら
書
肆
鳳
文
館
を
開
き
、「
資
治
通
鑑
」
な
ど
の
翻
刻
刊
行
を
行
う
。

し
か
し
、
漢
学
の
衰
退
と
と
も
に
経
営
が
悪
化
し
、
同
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
は
廃
業
。
の
ち
書

学
会
を
発
足
さ
せ
、
会
報
「
書
鑑
」
を
発
行
。
同
四
十
一
（
一
九
○
八
）
年
に
は
杉
溪
言
長
ら
と
健
筆

会
を
起
こ
し
、
書
の
研
究
を
行
う
と
共
に
展
覧
会
も
開
催
す
る
な
ど
、
書
道
の
普
及
発
展
に
つ
と
め
た
。

大
正
三
年
に
は
、
康
有
為
著
の
書
論
「
広
芸
舟
双
楫
」
を
中
村
不
折
ら
と
翻
訳
し
、
「
六
朝
書
道
論
」
と
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し
て
刊
行
し
た
。
付
録
の
「
六
名
家
書
談
」
で
は
当
時
の
能
書
家
六
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
日

下
部
鳴
鶴
、
内
藤
湖
南
、
犬
養
毅
ら
と
と
も
に
、
前
田
円
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
安
川
敬
一
郎

安
川
財
閥
の
創
始
者
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
か
ら
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
。

福
岡
藩
士
徳
永
家
に
生
ま
れ
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
安
川
家
に
婿
入
り
し
家
督
相
続
。
慶
應
義
塾

大
学
中
退
後
、
実
業
界
に
乗
り
出
す
。
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
芦
屋
で
石
炭
販
売
を
始
め
、
同
十
三

（
一
八
八
○
）
年
に
炭
鉱
経
営
に
着
手
、
同
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
店
を
若
松
に
移
転
。
同
二
十
二
（
一

八
八
九
）
年
に
「
安
川
松
本
商
店
」
を
設
立
し
、
炭
鉱
経
営
と
石
炭
販
売
の
体
制
が
整
う
。
同
二
十
九
（
一

八
九
六
）
年
（
四
十
七
歳
）
に
は
門
司
に
も
事
務
所
を
設
置
し
て
、
や
が
て
東
京
・
大
阪
に
も
支
店
を
広

げ
て
い
っ
た
。
筑
豊
の
炭
鉱
開
発
に
功
績
が
あ
り
、
麻
生
太
吉
・
貝
山
太
郎
と
と
も
に
「
筑
豊
御
三
家
」

と
呼
ば
れ
た
。
貴
族
院
議
員
な
ど
も
つ
と
め
、
男
爵
授
爵
。
勲
三
等
瑞
宝
章
。
玄
洋
社
社
員
で
、
国
士
的

な
活
動
に
も
取
り
組
み
、
孫
文
を
日
本
へ
招
聘
す
る
な
ど
も
し
た
。
若
松
港
を
運
営
す
る
若
松
築
港
株
式

会
社
（
現
若
築
建
設
）
で
は
、
同
二
十
四
（
の
創
業
か
ら
同
四
十
二
年
ま
で
役
員
を
務
め
た
。
松
本
に
よ

れ
ば
、
水
道
布
設
に
関
わ
る
国
庫
補
助
金
獲
得
に
つ
い
て
は
、
安
川
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

○
白
石
直
治

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
か
ら
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
。
土
佐
藩
儒
久
家
種
平
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
が
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
白
石
家
の
養
嗣
と
な
る
。
同
十
四
（
一
八
八
一
）
年
、

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
学
科
を
卒
業
。
米
国
や
欧
州
に
留
学
し
、
最
新
の
土
木
・
建
築
事
業
の
理

論
と
実
技
を
身
に
つ
け
て
帰
国
。
農
商
務
省
御
用
掛
な
ど
を
歴
任
後
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
る
。
同

二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
に
退
官
し
、
実
業
界
に
転
じ
る
。
九
州
鉄
道
社
長
、
猪
苗
代
水
力
電
気
や
若
松

築
港
な
ど
の
会
社
重
役
を
歴
任
し
た
。
若
松
築
港
株
式
会
社
で
は
、
明
治
三
十
三
（
一
九
○
○
）
年
か
ら

没
す
る
大
正
八
年
ま
で
役
員
を
務
め
た
。
こ
の
間
携
わ
っ
た
同
三
十
九
（
一
八
九
○
）
年
竣
工
の
神
戸
和

田
岬
東
京
倉
庫
Ｄ
号
は
日
本
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
郷
里
よ
り
お
さ
れ

て
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
三
回
の
当
選
を
得
た
。
大
正
八
年
に
土
木
学
会
会
長
と
な
っ
た
が
、
就
任
二
ヶ

月
で
没
し
た
。

○
中
村
雄
次
郎

嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
。
伊
勢
波
瀬
村
（
現
三
重
県

津
市
）
に
大
庄
屋
中
村
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
七
（
一
八
七
二
）
年
に
陸
軍
中
尉
と
な
り
、

砲
兵
畑
で
、
以
後
、
陸
軍
大
学
校
教
授
、
陸
軍
省
軍
務
局
砲
兵
事
務
官
長
、
陸
軍
士
官
学
校
校
長
、
陸
軍

次
官
兼
軍
務
局
長
等
を
歴
任
。
同
三
十
五
（
一
九
○
二
）
年
に
陸
軍
中
将
で
予
備
役
と
な
り
、
製
鉄
所
長

官
と
な
る
。
『
八
幡
製
鉄
所
五
十
年
史
』
（
八
幡
製
鉄
所
、
一
九
五
○
）
に
は
、
口
絵
写
真
に
「
元
長
官

中
村
雄
次
郎
（
明
治
三
五
・
四
～
大
正
三
・
七
）
」
と
あ
る
。
の
ち
貴
族
院
議
員
、
南
満
州
鉄
道
総
裁
、

枢
密
院
顧
問
な
ど
を
つ
と
め
た
。
正
二
位
勲
一
等
功
四
級
男
爵
。

○
亀
井
重
麻
呂

重
麿
の
表
記
が
一
般
的
。
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
か
ら
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）

年
。
兵
庫
県
出
石
郡
出
身
。
明
治
十
七
年
神
奈
川
県
に
就
職
し
、
水
道
や
築
港
事
業
に
従
事
。
幕
末
創
設

の
蘭
学
塾
か
ら
発
展
し
た
私
立
攻
玉
社
（
現
攻
玉
社
中
学
校
・
高
等
学
校
）
に
入
学
、
同
二
十
六
（
一
八

九
三
）
年
に
同
社
専
修
土
木
科
を
卒
業
。
東
京
市
水
道
、
大
阪
市
水
道
な
ど
に
携
わ
り
、
八
幡
製
鉄
所
水

道
、
北
九
州
戸
畑
水
道
に
関
わ
っ
た
。
『
土
木
工
学
：
市
街
道
路
篇
』
（
一
八
九
七
）
、『
市
町
村
の
水
道
』

（
一
九
二
六
）
等
、
土
木
建
築
に
関
わ
る
著
述
が
多
く
あ
る
。
同
三
十
九
年
に
、
東
京
市
の
技
師
を
疾
病

の
た
め
退
職
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
八
幡
製
鉄
所
に
勤
務
し
、
同
四
十
一
年
起
工
の
若
松
水
道
布
設
に

従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
四
十
五
年
の
竣
工
を
待
た
ず
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。

●
注

○
明
治
四
十
五
年

西
暦
一
九
一
二
年
。
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○
告
成

事
業
が
完
成
す
る
。

○
郷
紳

土
地
の
有
力
者
。

○
恭
惟

う
や
う
や
し
く
思
う
に
。
文
の
書
き
出
し
に
使
う
謙
譲
語
。

○
方
今

現
在
。

○
聖
皇

天
子
の
尊
称
。
具
体
的
に
は
、
明
治
天
皇
か
大
正
天
皇
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
明
治
以
後
統

治
者
と
し
て
の
立
場
を
復
活
さ
せ
た
「
近
代
日
本
の
天
皇
」
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

○
御
極

極
は
君
位
。
極
を
御
す
で
、
天
子
の
位
に
あ
る
こ
と
。

○
治
化

国
を
治
め
人
民
を
教
化
す
る
こ
と
。

○
秩
然

き
ち
ん
と
順
序
だ
っ
て
い
る
さ
ま
。

○
興
利
除
害

「
史
記
」
陸
賈
列
伝
に
「
爲
天
下
興
利
除
害
、
繼
五
帝
三
王
之
業
」
と
あ
る
。

○
日
不
給

「
日
不
暇
給
」
に
同
じ
。
事
柄
が
繁
多
で
日
に
ち
が
足
り
な
い
。

○
侯
伯

諸
侯
。
こ
こ
で
は
将
軍
や
大
名
。

○
偸
安

将
来
の
こ
と
を
考
え
ず
、
目
先
の
安
泰
だ
け
を
求
め
る
。

○
姑
息

一
時
の
が
れ
。

○
苟
冀
無
事
者

そ
の
場
し
の
ぎ
で
何
事
も
な
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

○
斥
鹵

塩
分
が
多
く
、
耕
作
で
き
な
い
土
地
。

○
填
淤

填
閼
に
同
じ
。
泥
で
塞
が
っ
て
水
が
流
れ
な
い
こ
と
。

○
街
衢

広
い
通
り
。
こ
こ
で
は
街
の
こ
と
。

○
鹹

塩
気
。

○
迄

至
る
。

○
風
氣

風
俗
、
気
性
、
民
風
。

○
生
齒

歯
の
生
え
始
め
た
赤
子
。
ま
た
人
民
。

○
蕃
息

繁
殖
す
る
。

○
八
幡
製
鐵
所

明
治
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
開
業
の
日
本
で
二
番
目
の
官
立
製
鉄
所
。

○
遠
賀
川

現
嘉
麻
市
を
水
源
と
し
、
ほ
ぼ
北
流
し
て
遠
賀
郡
芦
屋
町
で
響
灘
へ
注
ぐ
。
延
長
六
十
一
㎞
、

流
域
面
積
一
○
二
六
㎢
、
北
部
九
州
で
は
筑
後
川
に
次
ぐ
大
河
。

○
瀦
水
處

貯
水
場
。

○
鬼
原

現
北
九
州
市
八
幡
東
区
大
谷
に
、
鬼
ヶ
原
浄
水
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

○
溝
竇

竇
は
瀆
に
通
じ
る
。
溝
瀆
は
、
水
路
、
溝
。
農
業
用
水
や
都
市
下
水
路
な
ど
を
指
す
。

○
浚
修

熟
語
は
な
い
が
、
浚
渫
修
理
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
並
手
倶
作

並
手
は
、
手
を
な
ら
べ
る
。
宋
李
覯
の
文
に
「
竝
手
偕
作
」
と
あ
る
。
手
を
と
り
あ
う
よ

う
に
一
緒
に
起
こ
る
。

○
大
役

大
事
業
。

○
諳
錬

諳
練
に
同
じ
。
そ
ら
ん
じ
な
れ
る
。
習
熟
す
る
。

○
逐
日

日
に
日
に
。

○
深
切

厳
し
い
。

○
商
議

話
し
合
う
、
相
談
す
る
。

○
百
口
一
辭
、
無
敢
違
言

百
口
は
百
人
の
口
。
一
辭
は
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
。
百
人
い
て
彼
ら
が
一
言
も

違
う
事
を
言
わ
な
い
。
満
場
一
致
。
松
本
に
よ
れ
ば
、
若
松
町
会
は
政
友
派
と
非
政
友
（
憲
政
本
党
）
派

と
が
激
し
く
対
立
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
水
道
布
設
問
題
で
は
、
政
争
を
中
断
し
、
「
挙
町
一
致
」
し
て

課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
取
っ
た
と
い
う
。
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○
稟

上
位
の
も
の
に
申
し
述
べ
る
。

○
居
人

住
民
。

○
物
力

使
用
可
能
な
物
資
。

○
功
程

工
程
、
工
事
作
業
の
日
程
。

○
訂

話
し
合
っ
て
締
結
す
る
。

○
借
款

金
銭
を
借
り
る
。

○
籌

く
わ
だ
て
、
は
か
り
ご
と
。

○
工
役

土
木
建
築
事
業
。

○
延

引
き
入
れ
る
。
工
事
の
実
質
的
な
指
揮
者
指
導
者
と
し
て
招
く
。

○
董
督

軍
隊
や
人
民
を
監
督
し
、
き
ち
ん
と
管
理
す
る
。

○
鋭
意

一
心
に
。

○
規
畫

計
画
す
る
。、

○
明
治
四
十
一
年

西
暦
一
九
○
八
年
。

○
亦

「
不
…
亦
也
」
を
略
し
た
も
の
だ
ろ
う
。「
な
ん
と
…
で
は
な
い
か
」
と
い
う
強
い
詠
嘆
。

○
憊

つ
か
れ
る
、
疲
弊
す
る
。

○
一
朝
不
幸
之
患

一
朝
之
患
で
、
突
然
降
り
か
か
る
災
難
。

○
誣

あ
ざ
む
く
、
い
つ
わ
る
。
不
可
誣
で
、
い
つ
わ
り
で
は
な
い
、
真
で
あ
る
こ
と
の
証
。

○
貞
税

税
は
珉
に
同
じ
。
玉
に
似
た
美
し
い
石
。
貞
珉
は
、
硬
く
て
美
し
い
石
で
、
石
碑
の
材
料
に

す
る
。

○
政
理

政
治
、
あ
る
い
は
政
治
の
道
筋
。
「
今
昔
政
理
の
変
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
か
つ
て
の
封
建

制
か
ら
立
憲
君
主
制
と
地
方
自
治
制
度
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
言
い
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
こ
の
若
松

水
道
事
業
が
成
功
を
迎
え
た
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
經
緯

縦
糸
と
横
糸
。
筋
道
。
筋
道
を
整
え
る
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
若
松
水
道
碑
建
碑
の
経
緯
】

明
治
四
十
五
年
、
若
松
町
の
水
道
布
設
事
業
が
完
成
し
た
。

地
域
の
人
々
が
相
談
し
、
石
碑
を
立
て
て
そ
の
こ
と
を
記
録
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
私
に
書
簡
を

寄
こ
し
、
碑
文
を
作
る
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。

【
近
代
天
皇
制
、
立
憲
政
治
と
自
治
の
制
度
】

う
や
う
や
し
く
思
う
に
、
現
在
は
、
神
聖
な
る
天
皇
陛
下
が
天
子
の
位
に
つ
か
れ
、
国
を
治
め
て
人
民

を
教
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
体
制
は
以
前
の
日
本
の
あ
り
よ
う
か
ら
卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

立
憲
政
治
と
自
治
の
制
度
が
き
ち
ん
と
順
序
だ
っ
て
確
立
し
て
い
る
。

国
家
に
あ
っ
て
は
議
会
が
、
地
方
に
あ
っ
て
は
府
県
郡
市
町
村
会
が
、
人
々
の
利
益
を
興
し
、
害
悪
を

取
り
除
こ
う
と
し
て
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
、
日
々
奮
闘
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

こ
う
し
た
姿
は
、
か
つ
て
の
江
戸
時
代
以
前
に
あ
っ
て
、
統
治
者
で
あ
る
将
軍
や
大
名
は
将
来
の
こ
と

を
考
え
ず
目
先
の
安
泰
だ
け
を
求
め
て
お
り
、
人
民
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
扱
い
を
受
け
、
事
が
な
け
れ
ば

そ
れ
で
よ
い
と
し
て
済
ま
せ
ら
れ
て
い
た
時
代
の
政
治
と
は
、
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

わ
が
若
松
水
道
布
設
の
事
情
を
見
る
に
、
ま
た
同
様
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
若
松
の
地
勢
と
水
事
情
】



- 11 -

若
松
の
地
は
、
両
側
と
も
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
東
北
へ
岬
と
し
て
突
き
出
し
て
い
る
。

も
と
も
と
塩
分
が
多
い
土
質
で
、
汚
泥
が
溜
ま
り
や
す
い
低
湿
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
街
を
開
い
て

人
々
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
。

だ
か
ら
、
大
潮
に
な
る
と
、
井
戸
水
は
塩
辛
く
な
り
、
飲
用
に
適
さ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
悪
い
状
態
が

長
引
け
ば
、
疫
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
不
幸
に
も
火
災
が
起
こ
っ
た
り
す
る
と
、
人
々
が
た
く
さ
ん
の
災
害
の
中
に
お
か
れ
て
苦
し
む

こ
と
が
長
く
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

【
近
代
化
と
水
道
建
設
の
試
み
】

明
治
維
新
と
な
り
、
風
俗
気
性
が
開
明
的
な
も
の
に
な
り
、
人
口
も
増
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
水

に
関
わ
る
害
悪
の
問
題
が
、
益
々
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

水
道
を
設
置
し
て
、
外
か
ら
水
を
引
い
て
く
る
こ
と
を
検
討
す
る
も
の
も
い
た
が
、
水
源
を
得
ら
れ
な

い
こ
と
で
計
画
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

【
八
幡
製
鉄
所
の
水
道
設
置
と
若
松
水
道
布
設
】

そ
こ
へ
、
た
ま
た
ま
、
八
幡
製
鉄
所
が
、
遠
賀
川
か
ら
水
を
引
い
て
く
る
と
い
う
計
画
を
立
て
た
。

若
松
の
人
々
は
こ
れ
を
聞
き
、
水
源
を
得
る
手
立
て
に
な
る
の
で
は
と
、
大
い
に
喜
ん
だ
。

そ
こ
で
、
地
域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
若
松
築
港
会
社
の
安
川
敬
一
郎
と
白
石
直
治
の
両
氏
を
仲
介
と
し

て
、
八
幡
製
鉄
所
鬼
ヶ
原
浄
水
場
を
境
界
と
し
て
、
そ
の
下
流
の
水
量
の
う
ち
、
一
日
三
十
万
立
方
尺
分

を
、
若
松
水
道
に
回
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
頼
ん
だ
。

そ
し
て
水
道
に
つ
い
て
は
若
松
町
が
専
ら
経
営
に
あ
た
り
、
若
松
町
民
の
使
用
に
あ
て
た
い
と
申
し
出

た
。製

鉄
所
の
責
任
者
で
あ
る
中
村
雄
次
郎
長
官
は
、
こ
の
申
し
出
に
大
い
に
賛
同
し
、
加
え
て
指
導
を
し
、

便
宜
を
図
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
若
松
町
の
現
状
と
水
道
布
設
へ
向
け
た
若
松
町
会
の
活
動
】

こ
の
当
時
、
若
松
町
は
わ
ず
か
五
千
戸
で
、
人
口
も
三
万
人
あ
ま
り
し
か
な
か
っ
た
。

学
校
教
育
の
拡
充
や
、
道
路
整
備
と
農
業
用
水
や
都
市
下
水
路
の
浚
渫
な
ど
、
必
要
な
公
的
事
業
が
同

時
並
行
的
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
さ
ら
に
水
道
布
設
と
い
う
大
事
業
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

も
し
も
、
か
つ
て
の
封
建
の
世
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
能
力
の
あ
る
官
吏
や
よ
い
法
令
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
と
て
も
人
民
は
そ
れ
を
実
行
す
る
の
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
今
や
、
地
方
自
治
の
制
度
が
年
を
経
て
な
じ
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
水
道
布
設
の

願
い
が
日
に
日
に
切
迫
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
た
だ
ち
に
若
松
町
会
が
招
集
さ
れ
、
水
道
布
設

の
議
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

事
柄
か
ら
し
て
、
会
員
誰
一
人
と
し
て
反
対
し
な
い
、
満
場
一
致
で
決
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
の
通
り
の
決
議
が
下
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
、
上
は
政
府
に
請
願
し
、
中
頃
は
福
岡
県
と
芦
屋
郡
に
も
申
し
述
べ
、

下
は
町
民
に
も
告
示
し
た
。

【
水
道
布
設
工
事
の
実
現
】

そ
し
て
、
水
道
布
設
工
事
の
た
め
の
、
使
用
可
能
な
物
資
を
調
べ
量
り
、
工
事
工
程
を
定
め
、
費
用
を

計
算
し
、
資
金
と
す
る
借
款
の
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
う
し
た
準
備
が
あ
ら
か
た
整
い
、
町
民
が
総
出
で
事
業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
布
設
工
事
そ
の
も
の
は
、
素
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
中
村
製
鉄
所
長
官
に
依
頼
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し
て
、
製
鉄
所
の
亀
井
重
麿
技
師
を
招
い
て
、
監
督
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

亀
井
技
師
は
、
一
心
に
計
画
を
立
て
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
人
々
を
率
い
、
工
事
に
あ
た
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
に
起
工
し
、
同
四
十
五
年
に
竣
工
し
た
。

途
中
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
が
、
み
な
奮
励
努
力
し
て
決
し
て
諦
め
ず
、
つ
い
に
工
事
を
成
し
遂

げ
た
の
で
あ
る
。

【
工
事
の
長
期
的
な
意
味
】

工
事
に
携
わ
っ
た
の
は
延
べ
十
四
万
人
に
及
び
、
か
か
っ
た
費
用
は
六
十
六
万
円
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
大
い
に
町
や
人
々
を
疲
弊
さ
せ
る
大
事
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
大
事
業
は
、
衛
生
的
な
水
を
得
る
と
い
う
、
日
々
の
利
益
を
享
受
で
き
る
だ

け
で
は
な
く
、
塩
害
や
水
害
、
火
災
と
い
っ
た
突
然
降
り
か
か
る
災
難
か
ら
末
永
く
守
り
続
け
て
く
れ
る

と
い
う
、
長
期
に
わ
た
る
幸
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

【
工
事
の
偉
大
な
成
果
と
そ
の
伝
承
―
近
代
天
皇
と
地
方
自
治
の
賜
物
】

こ
う
し
た
水
道
布
設
工
事
の
成
功
と
効
能
は
、
ま
こ
と
に
天
皇
の
恩
恵
と
地
方
自
治
の
働
き
が
、
間
違

い
の
な
い
真
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
事
業
の
功
績
が
偉
大
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
事
柄
を
文
章
化
し
て
石
碑
に
刻
み
、
永
遠
不
朽
の
も

の
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。

私
は
、
か
つ
て
の
封
建
の
世
の
し
く
み
か
ら
現
在
の
立
憲
政
治
・
地
方
自
治
制
度
へ
移
行
し
て
か
ら
の

変
化
に
つ
い
て
、
深
く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
筋
道
を
整
え
て
文
書
を
考
え
、
あ
ら
ま
し
を
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

正
三
位
勲
二
等
侯
爵
黒
田
長
成
が
題
額
を
書
し
た
。

福
本
誠
日
南
が
撰
文
し
た
。

前
田
円
黙
鳳
が
書
し
た
。

三
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
福
田
安
敏
「
牧
山
浄
水
池
」「
郷
土
戸
畑
―
特
集
「
牧
山
」」
一
九
八
三
（
翻
刻
）

②
論
文
な
ど

・
馬
渡
博
親
『
石
碑
は
語
る:

で
す
か
ば
あ
北
九
州
』
櫻
の
森
通
信
社
、
二
○
一
七

・
松
本
洋
幸
『
近
代
水
道
の
政
治
史
』
吉
田
書
店
、
二
○
二
○
（
第
４
章
「
日
露
戦
争
後
の
若
松
町
と
安

川
敬
一
郎
」
）

・
亀
井
重
麿
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
博
「
明
治
期
の
攻
玉
社
―
亀
井
重
麿
を
中
心
と
し
て
―
」
「
第
九
回

日
本
土
木
史
研
究
発
表
会
論
文
集
」（
一
九
八
九
年
六
月
）
。

＊
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
戸
畑
郷
土
史
会
よ
り
資
料
や
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
お
礼
と
し
た
い
。

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


